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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　Ｔ細胞エピトープをコードし、以下：
（ａ）配列番号１９７７～１９８０、１９８８、１９９１～１９９７及び２０００におい
て提供される配列；
（ｂ）配列番号１９７７～１９８０、１９８８、１９９１～１９９７及び２０００におい
て提供される配列の相補体；
（ｃ）配列番号１９７７～１９８０、１９８８、１９９１～１９９７及び２０００におい
て提供される配列のうち、少なくとも２０個連続した残基からなる配列；
（ｄ）配列番号１９７７～１９８０、１９８８、１９９１～１９９７及び２０００におい
て提供される配列に、高度にストリンジェントな条件下でハイブリダイズする配列；
（ｅ）配列番号１９７７～１９８０、１９８８、１９９１～１９９７及び２０００の配列
に対して、少なくとも９０％の同一性を有する配列；ならびに
（ｆ）配列番号１９７７～１９８０、１９８８、１９９１～１９９７及び２０００におい
て提供される配列の、縮重改変体、
からなる群より選択される配列を含む、単離されたポリヌクレオチド。
　　【請求項２】　配列番号８０９に特異的なＴ細胞を刺激する能力を有し、以下：
（ａ）配列番号１９４８～１９５１、１９５９、１９６２～１９６８及び１９７１におい
て提供される配列；
（ｂ）配列番号１９４８～１９５１、１９５９、１９６２～１９６８及び１９７１におい
て提供される配列に対して、少なくとも９０％の同一性を有する配列；
（ｃ）請求項１に記載のポリヌクレオチドによってコードされる配列；ならびに
（ｄ）請求項１に記載のポリヌクレオチドによってコードされる配列に対して、少なくと
も９０％の同一性を有する配列、
からなる群より選択されるアミノ酸配列を含む、単離されたポリペプチド。
　　【請求項３】　発現制御配列に作動可能に連結した請求項１に記載のポリヌクレオチ
ドまたは請求項２に記載のポリペプチドをコードするポリヌクレオチドを含む、発現ベク
ター。
　　【請求項４】　請求項３に記載の発現ベクターで形質転換またはトランスフェクトし
た、宿主細胞。
　　【請求項５】　請求項２に記載のポリペプチドに特異的に結合する、単離された抗体
またはその抗原結合フラグメント。
　　【請求項６】　請求項２に記載のアミノ酸配列を含むポリペプチドに特異的に結合す
る、請求項５に記載の単離された抗体または抗原結合フラグメント。
　　【請求項７】　患者における肺癌の存在を検出するための方法であって、該方法は、
以下の工程：
（ａ）該患者由来の生物学的サンプルを請求項２に記載のポリペプチドに結合する結合因
子と接触させる工程；
（ｂ）該結合因子に結合するポリペプチドの量を、該サンプルにおいて検出する工程；な
らびに
（ｃ）該ポリペプチドの量を、所定のカットオフ値と比較し、それにより該患者における
癌の存在を決定する工程、
を包含する、方法。
　　【請求項８】　結合因子は抗体である請求項７に記載の方法。
　　【請求項９】　請求項２に記載の少なくとも１つのポリペプチドを含む、融合タンパ
ク質。
　　【請求項１０】　前記少なくとも１つのポリペプチドが、以下：
（ａ）配列番号１９４８～１９５１、１９５９、１９６２～１９６８及び１９７１におい
て提供されるアミノ酸配列を含むポリペプチド；ならびに
（ｂ）配列番号１９７７～１９８０、１９８８、１９９１～１９９７及び２０００におい
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て提供されるポリヌクレオチド配列によってコードされるポリペプチド、
において提供される、請求項９に記載の融合タンパク質。
　　【請求項１１】　腫瘍タンパク質に特異的なＴ細胞を刺激および／または増殖するた
めのｅｘ　ｖｉｖｏ方法であって、該方法は、Ｔ細胞を、以下：
（ａ）請求項２に記載のポリペプチド；
（ｂ）請求項１に記載のポリヌクレオチド；
（ｃ）請求項２に記載のポリペプチドを発現する抗原提示細胞、
からなる群より選択される少なくとも１つの成分と、Ｔ細胞の刺激および／または増殖を
可能にするのに十分な条件下および時間で接触させる工程を包含する、方法。
　　【請求項１２】　請求項１１に記載の方法に従って調製されるＴ細胞を含む、単離さ
れたＴ細胞集団。
　　【請求項１３】　第１成分および第２成分を含む組成物であって、該第１成分は、生
理学的に受容可能なキャリアおよび免疫刺激剤からなる群より選択され、そして第２成分
は、以下：
（ａ）請求項２に記載のポリペプチド；
（ｂ）請求項１に記載のポリヌクレオチド；
（ｃ）請求項５に記載の抗体又はその抗原結合フラグメント；
（ｄ）請求項９に記載の融合タンパク質；
（ｅ）請求項１２に記載のＴ細胞集団；ならびに
（ｆ）請求項２に記載のポリペプチドを発現する抗原提示細胞、
からなる群より選択される、組成物。
　　【請求項１４】　患者における免疫応答を刺激するための医薬の製造に使用するため
の請求項１２に記載のＴ細胞集団。
　　【請求項１５】　患者における免疫応答を刺激するための医薬の製造に使用するため
の請求項１３に記載の組成物。
　　【請求項１６】　請求項５に記載の少なくとも１つの抗体又はその抗原結合フラグメ
ント、および検出試薬を備える診断キット。
　　【請求項１７】　請求項２に記載の少なくとも１つのポリペプチド又は請求項９に記
載の融合タンパク質、及び検出試薬を備える診断キット。
　　【請求項１８】　生物学的サンプルにおいて肺癌の存在を検出するための、請求項５
に記載の抗体又は抗原結合フラグメントの使用。
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